
関心を持ってもらい、手賀沼浄化など環境改善
施策目的・

(2)目的 、生活排水に対して適正な処理を行うための取り組みを推進します。また、降雨に伴い道路や市街地から流 事業目的 につなげる。
展開方向

入する汚濁負荷の削減を図るため、国に対し負荷対策に関する調査研究の推進と効果的な対策の促進を働き
我孫子市石けん利用推進協議会委員の協力を得ながら、｢消費生活展｣など各種イベントに参加し、安全な石 7月～8月　保育園夕涼み会（2ヶ所）、手賀沼流域フォーラム、わくわく広場・にこにこ広場シャボン玉啓
けん利用推進の啓発を行う。 発

当該年度 9月　ママへのごほうびフェスタ
執行計画 10月　産業まつり

(3)事業内容 内　　容

イベント等に参加した人数 想定値 2,500当該年度
単位 人

活動結果指標 実績値 312

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 イベントや講座を通して石けんの安全性や、使い方を伝えていく。 直接 イベントや講習会に参加した人数 人 2,177 2,500

令和 4年度 同上 直接 同上 人 2,500

令和 5年度 同上 直接 同上 人 2,500

石けんの利用を広めるため、学習会やイベントで楽しく学べるよう実験等を取り入れた体験型の講習会を行い幅広い年代層に
(7)事業実施上の課題と対応 啓発を行う。 代替案検討 ○有 ●無

令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

対策審議会委員報酬 0 対策審議会委員報酬 39 18 対策審議会委員報酬 0 対策審議会委員報酬 0
推進協議会委員報酬 83 推進協議会委員報償 62 47 推進協議会委員報償 62 推進協議会委員報償 62
消耗品費 152 消耗品 111 28 消耗品 111 消耗品 111
印刷製本費 0 印刷製本費 0 0 印刷製本費 100 印刷製本費 0
会計年度職員(事務補助職員）0.4 902 会計年度職員(事務補助職員）0.4 1,022 980 会計年度職員(事務補助職員）0.4 1,015 会計年度職員（事務補助職員）0.4 1,015
一般事務費 126 一般事務費 154 133 一般事務費 154 一般事務費 154

実施内容

(8)施行事項
費　　用

予算(決算)額 合　　計 1,263 合　　計 1,388 1,206 合　　計 1,442 合　　計 1,342
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 1,263 1,388 1,206 1,442 1,342

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.15 0.15 0.15 0.15 0.15
正職員人件費 1,305 1,335 1,335 1,335 1,335

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 0 0 0 0 0
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 2,568 2,723 2,541 2,777 2,677
(11)単位費用

1.03千円／人 1.09千円／人 8.14
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

石けんの利用をとおして、私たちの生活と環境との関わりに関心を持ってもらい、手賀沼の水質浄化など、環境改善につ ●①事前確認での想定どおり
なげる必要がある。 ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ ○要
   背景は？(事業の必要性) ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

当初予定していた啓発活動が実施できた。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている □②市が主導で進めなければ実効性がなかった 市が石けん利用推進協議会の事務局として活動することで、

□提供主体が市しかない ■③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 団体等の協力を得て事業が推進される。
□その他 　促進された

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) □市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

□市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

■市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 市民と協働で啓発活動を行うことで効果が図れる。 NPO法人や消費者団体と連携して実施できた。 ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
●⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
○⑥その他

＜その他の内容＞

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 環境問題に係る啓発活動を行う。 手賀沼流域フォーラムや消費生活パネル展での啓発活動。 ●①想定どおり
□②生き物と共存している ○②想定どおりでなかった
■③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
□⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞

効
　
率
　
性

現況値(a)(人) 目標値(b)(人) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ○①目標値達成
●②目標値未達成

□①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(人) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ ■②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
2,177 2,500 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

新型コロナウイルス感染症の影響により啓発活動の機会が減少した。
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 312 12.48
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 2,723 △155 2,541 93.32
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

新型コロナウイルス感染症の影響により啓発活動の機会が減少した。

△6.04

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ○②目標値と同程度 新型コロナウイルス感染症の影響により啓発活動の機会

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ●③目標値以下 が減少した。

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 91.81

人 10万円 12.28 13.38

３．事後評価

●現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ○結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
我孫子市石けん利用推進対策審議会及び運営に関する条例に基づき推進する。

様式第３号 事務事業評価表（令和 3年度）

事業コード 182 課コード 0403 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 実施計画への
①事業名 ●有 ○無 ②部課名 環境経済部・商業観光課

個別事業 石けん利用の推進 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 ～ ⑥担当職員数 2 人 (換算人数 0.15 人）
(1)事業概要

(当　初) 2,723 千円 (うち人件費 1,335 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 千円 (うち人件費 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 11102 重点１ ○有 ●無 (計画名)

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

手賀沼の水質を改善するため、下水道の整備や早期接続の促進、高度処理型合併処理浄化槽の設置補助など 石けんの利用をとおして、私たちの生活と環境との関わりに



工会や商業者と共に商業活性化策等を検討・実施し、商業の活性化を図る。
施策目的・

(2)目的 色ある商店づくりや、買い物しやすい環境づくりなど、商業者が市民、農業者などのさまざまな主体と連携 事業目的
展開方向

しながら、消費者ニーズにあった新たな商業展開が行えるよう支援します。また、我孫子の観光資源をいか
我孫子市商工会・商業者・市で連携、協力し、経済情勢の変化に対応した商業活性化策を検討・実施する。 通年：商業観光方針等の策定に向けた検討・施行、我孫子市商店街活性化事業補助金の決定・交付等
令和2年度から施行した我孫子市商店街活性化事業補助金の決定・交付等を行い、商業の振興に寄与する。 4月～11月、（仮称）商業観光方針の検討（検討会の開催）
また、商業観光に関する方針等の策定に向けて、検討会を活用し、策定を行う。 当該年度 12月～1月、（仮称）商業観光方針に関するパブリックコメント

執行計画 3月、（仮称）商業観光方針策定
(3)事業内容 内　　容

我孫子市商店街活性化事業補助金決定・交付件数（街路灯電気料補助 想定値 18当該年度
件数を除く） 単位 件

活動結果指標 実績値 4

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 事業推進計画に位置付けた事業を着実に検討・実施する。 間接 事業推進計画に位置づけた事業の実施割合 ％ 100 100

令和 4年度 事業推進計画に位置付けた事業を着実に検討・実施する。 間接 事業推進計画に位置づけた事業の実施割合 ％ 100

令和 5年度 事業推進計画に位置付けた事業を着実に検討・実施する。 間接 事業推進計画に位置づけた事業の実施割合 ％ 100

商業観光方針等の策定や我孫子市商店街活性化事業補助金は令和２年度から始まったが、運用していく中で出てくる課題につい
(7)事業実施上の課題と対応 ては柔軟に対応していく。 代替案検討 ○有 ●無

令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

商業活性化ビジョン推進委員会開催 商業活性化ビジョン推進委員会開催 需用費（消耗品費、燃料費ほか） 1,072 需用費（消耗品費、燃料費ほか） 1,072
＊ 商業観光方針等策定委員会委員報償費 175 ＊ 商業観光方針検討会委員報償費 140 74 役務費（通信運搬費、手数料ほか） 91 役務費（通信運搬費、手数料ほか） 91

需用費（消耗品費、燃料費ほか） 982 需用費（消耗品費、燃料費ほか） 1,037 794 使用料及び賃借料 66 使用料及び賃借料 66
役務費（通信運搬費、手数料ほか） 88 役務費（通信運搬費、手数料ほか） 91 77 公課費 5 公課費 5
使用料及び賃借料 63 使用料及び賃借料 66 64 商店街活性化事業補助金 4,608 商店街活性化事業補助金 4,608
公課費 5 公課費 5 5 商業イベント等ＰＲチラシ印刷費 50 商業イベント等ＰＲチラシ印刷費 50

＊ 商店街活性化事業補助金 5,409 商店街活性化事業補助金 4,608 1,436
実施内容 おまつりスタンプラリー台紙印刷費 120 商店街活性化事業補助金（３月補正） △1,577

商業イベント等ＰＲチラシ印刷費 50 30
(8)施行事項

費　　用

予算(決算)額 合　　計 6,842 合　　計 4,420 2,480 合　　計 5,892 合　　計 5,892
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 6,842 4,420 2,480 5,892 5,892

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.65 0.7 0.7 0.75 0.75
正職員人件費 5,655 6,230 6,230 6,675 6,675

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 0 0 0 0 0
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 12,497 10,650 8,710 12,567 12,567
(11)単位費用

657.74千円／回 591.67千円／件 2,177.5
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

我孫子市の商業観光の振興に資するため、考えの基となる方針等を定める必要がある。現在の商業観光振興の基本となる ○①事前確認での想定どおり
計画には、「我孫子市商業活性化ビジョン：第六期事業推進計画」及び「我孫子市観光振興計画」があり、両計画は令和 ●②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ 3年度までであることから、両計画の終了に合わせ、令和4年度から新たな方針等の策定を計画している。方針策定には広 ○要
   背景は？(事業の必要性) く意見を反映したいことから、商業観光方針検討会を組織し開催している。 ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

商店街活性化事業補助金については、新型コロナウイルス感染症の影響により、当初予定された取り組みやイベントが中
止になるなど想定どおりに実施できなかった。

●①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ ■①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている □②市が主導で進めなければ実効性がなかった 商店街活性化事業補助金や（仮称）商業観光方針の策定など

■提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 は、市でないと実施できないものである。
□その他 　促進された

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

○②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) □市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

□市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
●①事業計画時に市民の参画有り 商業観光方針検討会への学識経験者、市内事業者等の参画が （仮称）商業観光方針の策定の検討には学識経験者、市内事 ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り ある。 業者が参画している。 ○②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ●③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
○⑥その他 新型コロナウイルス感染症の影響により、様々な取り組みや

イベントなどは中止せざるを得なく、協働の機会は減ってい
＜その他の内容＞ る。

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 本事業は、環境との係りが直接的にはないが、事業の推進に ●①想定どおり
□②生き物と共存している おいては省エネ化を図り、環境負荷の低減に努めた。 ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞
本事業は直接的には環境と関わりがないため該当しないが、事業の推進においては省エネ化を図り環境負荷の低減に努め
る。

効
　
率
　
性

現況値(a)(％) 目標値(b)(％) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ●①目標値達成
○②目標値未達成

■①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(％) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ □②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
100 100 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

新型コロナウイルス感染症の拡大防止を心がけながら、商業観光方針検討会や商
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 100 100

店街活性化事業補助金の交付事業を実施できた。
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ●①想定事業費未満 事業費の削減対策について
○②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ○①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ●②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 10,650 1,847 8,710 81.78
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ 新型コロナウイルス感染症の影響により商店街活 ●不要

新型コロナウイルス感染症の影響により商店街活性化事業補助金の交付 性化事業補助金の交付額が減少したため。
額が減少したため。

14.78

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ●①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ○②目標値と同程度 新型コロナウイルス感染症の影響により商店街活性化事

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ○③目標値以下 業補助金の交付額が減少したため。

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 0.94

％ 10万円 1.15 122.34

３．事後評価

○現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ●結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
事務事業の見直しによる結合。令和４年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。 令和４年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。

様式第３号 事務事業評価表（令和 3年度）

事業コード 184 課コード 0403 会計種別 一般会計 予算の種類 ■政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 実施計画への
①事業名 ●有 ○無 ②部課名 環境経済部・商業観光課

個別事業 商業活性化策の推進 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 令和 4年度 ～ ⑥担当職員数 6 人 (換算人数 0.7 人）
(1)事業概要

(当　初) 12,227 千円 (うち人件費 6,230 千円）⑦事業費
総事業費 3,770 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 10,650 千円 (うち人件費 6,230 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 21101 重点２ ○有 ●無 (計画名)

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

地域に密着した商業の活性化を図るため、個店の専門性の強化や我孫子市ふるさと産品の開発などによる特 我孫子市商



事業に取り組んでいる我孫子市商工会の活動を支援し、市
施策目的・

(2)目的 に密着したイベントなどの活動を支援します。 事業目的 内の商工業の振興を図る。
展開方向

我孫子市商工会の活動を支援するため、補助金を交付する。また、情報交換及び連携を密に行い、市の商工 通年：我孫子市商工会との連携を密に行い、市の商工業の振興に寄与する取り組みを検討・推進する。
業の振興に寄与する取り組みを検討・推進する。 ４月：補助金の申請受付・審査

当該年度 ５月：補助金の交付
執行計画 翌４月：補助金の実績報告・確認・精算

(3)事業内容 内　　容

我孫子市商工会への加入率（市内の事業所数／商工会の会員数） 想定値 47当該年度
単位 %

活動結果指標 実績値 46

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 我孫子市商工会と連携し、市内の商工業の活性化を図る。 直接 我孫子市商工会への加入率 % 47 49

令和 4年度 我孫子市商工会と連携し、市内の商工業の活性化を図る。 直接 我孫子市商工会への加入率 % 49.5

令和 5年度 我孫子市商工会と連携し、市内の商工業の活性化を図る。 直接 我孫子市商工会への加入率 % 50

商工会の活動は商工業の活性化のために必要であるが、事業内容などは精査し改善をしていく必要がある。
(7)事業実施上の課題と対応 代替案検討 ○有 ●無

令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

我孫子市商工会事業費補助金 10,060 我孫子市商工会事業費補助金 10,060 10,060 我孫子市商工会事業費補助金 10,060 我孫子市商工会事業費補助金 10,060

実施内容

(8)施行事項
費　　用

予算(決算)額 合　　計 10,060 合　　計 10,060 10,060 合　　計 10,060 合　　計 10,060
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 10,060 10,060 10,060 10,060 10,060

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.35 0.4 0.4 0.4 0.4
正職員人件費 3,045 3,560 3,560 3,560 3,560

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 0 0 0 0 0
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 13,105 13,620 13,620 13,620 13,620
(11)単位費用

267.45千円／% 289.79千円／% 296.09
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

長期にわたる景気低迷の影響で、特に小規模事業者の経営において大変厳しい状況が続いている。 ○①事前確認での想定どおり
こうしたなか、我孫子市の商工業の振興を図るためには、小規模事業者の経営改善指導やイベント等の地域振興事業を行 ●②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ っている我孫子市商工会への支援及び我孫子市商工会と連携した取り組みが必要である。 ○要
   背景は？(事業の必要性) ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

新型コロナウイルス感染症の拡大により中小事業者の経済状況は悪化している。当初予定していたイベント等はほとんど
中止となったが、拡大防止対策事に係る業市内中小事業者への支援や相談窓口になる必要があった。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ ■①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている □②市が主導で進めなければ実効性がなかった 全市的な事業者支援及び商工会への補助事業であるため、市

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 でなければ実施できない。
□その他 　促進された

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) □市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

□市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

■市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 我孫子市商工会の会員である商業者の自主的な活動（商店街 新型コロナウイルス感染症拡大のため、商業者によるイベン ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り 活性化事業等）と連携している。 ト等が実施できなかった。 ○②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ●③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
●④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
○⑥その他 新型コロナウイルス感染症拡大により、商業者によるイベン

ト等が実施できなかったため。
＜その他の内容＞

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 本事業は環境との係わりが直接的にはないが、事業の推進に ●①想定どおり
□②生き物と共存している おいては省エネ化を図り、環境負荷の低減に努めた。 ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞
本事業は環境との関わりが直接的にはないため該当しないが、事業の推進においては、省エネ化を図り環境負荷の低減に
努める。

効
　
率
　
性

現況値(a)(%) 目標値(b)(%) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ●①目標値達成
○②目標値未達成

■①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(%) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ □②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
47 49 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

商工会による加入推進活動を継続的に実施したため。
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 46 93.88
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 13,620 △515 13,620 100
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

△3.93

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ●②目標値と同程度

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ○③目標値以下

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 0.36

% 10万円 0.34 94.44

３．事後評価

○現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ●結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
事務事業の見直しによる結合。令和４年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。 令和４年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。

様式第３号 事務事業評価表（令和 3年度）

事業コード 187 課コード 0403 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 実施計画への
①事業名 ●有 ○無 ②部課名 環境経済部・商業観光課

個別事業 商工会育成事業 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 ～ ⑥担当職員数 4 人 (換算人数 0.4 人）
(1)事業概要

(当　初) 13,620 千円 (うち人件費 3,560 千円）⑦事業費
総事業費 16,916 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 千円 (うち人件費 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 21102 重点なし ○有 ●無 (計画名)

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

商業の活性化を図るため、商工会や商店会などの商業団体が、市民、農業者などと連携しながら行う、地域 小規模事業者の経営指導やイベント等の地域振興



観光資源に加え 手賀沼周辺を訪れる観光客の利便性を確保するとともにレクリエーションによる体力増進の場を提供するた
施策目的・

(2)目的 、新たな観光資源の掘り起こしを行い、それらを積極的に活用していきます。また、我孫子市最大の観光資 事業目的 めレンタサイクル・ミニ鉄道事業により、交流人口の拡大を図る。
展開方向

源である手賀沼周辺では、観光客をさらに呼び込み、もてなす環境づくりに取り組み、交流人口の拡大に努
手賀沼周遊レンタサイクルは、手賀沼周辺への来訪者のため市内３ステーション（手賀沼公園・鳥の博物館 通年：レンタサイクル及びミニ鉄道事業の運営を委託によって実施。
・サイクルパーク我孫子南）で自転車を貸し出す事業である。営業日は、原則４月１日から３月３１日まで 　４月～１１月・３月：現場での運営
の土曜・日曜・祝日で１２月から３月の春休み前までは休業。春休み期間中は月曜日以外営業。また、手賀 当該年度
沼周遊レンタサイクルとして柏市で実施されている道の駅しょうなんや北柏ふるさと公園、アリオ柏、手賀 執行計画

(3)事業内容 内　　容 沼フィッシングセンターのレンタサイクルと連携して、原則的に乗り捨て自由としている。ミニ鉄道事業は
、手賀沼公園内でミニ鉄道を運行する事業である。営業日は、原則４月１日から３月３１日までの土曜・日
曜・祝日で１２月から３月の春休み前までは休業。春休み及び夏休みは月曜日以外営業。 レンタサイクル・ミニ鉄道実施日数 想定値 100当該年度

単位 日
活動結果指標 実績値 95

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 手賀沼周辺を訪れる観光客のレンタサイクル・ミニ鉄道利用者数 直接 利用者数 人 21,846 30,000

令和 4年度 手賀沼周辺を訪れる観光客のレンタサイクル・ミニ鉄道利用者数 直接 利用者数 人 30,000

令和 5年度 手賀沼周辺を訪れる観光客のレンタサイクル・ミニ鉄道利用者数 直接 利用者数 人 30,000

・天候に左右されるため、悪天候や夏季の猛暑日が続くと利用者数が大きく変わる。
(7)事業実施上の課題と対応 ・施設の老朽化に伴い修繕費が増加している。 代替案検討 ○有 ●無

・委託の業務範囲にあいまいな点があるため、明確化を図る。

令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

レンタサイクル・ミニＳＬ委託料 8,120 レンタサイクル・ミニ鉄道委託料 8,204 7,888 レンタサイクル・ミニ鉄道委託料 8,204 レンタサイクル・ミニ鉄道委託料 8,204
光熱水費 45 光熱水費 45 33 光熱水費 45 光熱水費 45
印刷製本費 99 印刷製本費 99 60 印刷製本費 99 印刷製本費 99

＊ レンタサイクル新車両購入（2/2年目） 1,524 印刷製本費（流用） △19 △19 レンタサイクル保険料 444 レンタサイクル保険料 444
＊ ミニＳＬランプ式踏切警報機取替工事 4,722 修繕料（流用） 19 19
＊ 修繕料（格納庫屋根修繕・９月補正） 3,645 施設修繕料（予備費充当） 699 699

レンタサイクル保険料 306 190
実施内容 備品購入費 107 103

(8)施行事項
費　　用

予算(決算)額 合　　計 18,155 合　　計 9,460 8,973 合　　計 8,792 合　　計 8,792
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 11,905 1,910 1,460 2,542 2,542

その他の財源 □特会 ■受益 □基金 ■その他 6,250 □特会 ■受益 □基金 ■その他 7,550 7,513 □特会 ■受益 □基金 ■その他 6,250 □特会 ■受益 □基金 ■その他 6,250
換算人数(人) 0.35 0.35 0.35 0.4 0.4
正職員人件費 3,045 3,115 3,115 3,560 3,560

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 0 0 0 0 0
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 21,200 12,575 12,088 12,352 12,352
(11)単位費用

185.96千円／日 125.75千円／日 127.24
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

手賀沼周辺を訪れる観光客や市民の利便性を確保するとともに、レクリエーションによる体力増進の場を提供するための ●①事前確認での想定どおり
手賀沼周遊レンタサイクル事業は、交流人口の拡大や我孫子の自然を肌で感じられることのできる事業である。 ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ ○要
   背景は？(事業の必要性) ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

新型コロナウイルス感染症の拡大の影響がある中で、３密にならずに手賀沼周辺で体を適度に動かしながら我孫子の自然
を肌で感じられる事業として好評を博し、交流人口の拡大に寄与しました。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている ■②市が主導で進めなければ実効性がなかった 公共施設での事業のため、市が実施することで新型コロナウ

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 イルス感染症への対応などスムーズな運営ができた。
□その他 　促進された

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) □市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

■市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り シルバー人材センターへの業務委託により、高齢者の雇用機 ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り 会の提供及び社会への参画を促した。 ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
●⑥その他

＜その他の内容＞
公益社団法人我孫子市シルバー人材センターへ委託することにより、高齢者の雇用機会の提供に寄与している。

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 手賀沼周辺にレンタサイクルステーションやミニＳＬを設置 レンタサイクルでの移動を提供をすることで、環境に配慮し ●①想定どおり
□②生き物と共存している することにより、我孫子市の観光資源である手賀沼の自然を た移動手段の提供を行った。また、手賀沼周辺にレンタサイ ○②想定どおりでなかった
■③手賀沼を意識している 楽しんでもらっている。 クルステーションや手賀沼公園にミニ鉄道を設置することで

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している 、自然と触れ合う機会を提供した。 ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
□⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞

効
　
率
　
性

現況値(a)(人) 目標値(b)(人) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ●①目標値達成
○②目標値未達成

□①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(人) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ ■②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
21,846 30,000 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

新型コロナウイルス感染症の拡大の影響により３密にならない施設として好評を
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 33,038 110.13

博したため。
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 12,575 8,625 12,088 96.13
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

40.68

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ●①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ○②目標値と同程度 新型コロナウイルス感染症の拡大の影響により３密にな

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ○③目標値以下 らない施設として好評を博したため。

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 238.57

人 10万円 273.31 114.56

３．事後評価

○現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ●結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
事務事業の見直しによる結合。令和４年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。 令和４年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。

様式第３号 事務事業評価表（令和 3年度）

事業コード 193 課コード 0403 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 実施計画への
①事業名 ●有 ○無 ②部課名 環境経済部・商業観光課

個別事業 手賀沼周遊レンタサイクル・ミニ鉄道事業 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 ～ ⑥担当職員数 3 人 (換算人数 0.35 人）
(1)事業概要

(当　初) 11,876 千円 (うち人件費 3,115 千円）⑦事業費
総事業費 17,590 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 12,575 千円 (うち人件費 3,115 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 21201 重点２ ○有 ●無 (計画名) 観光振興計画

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

商業や農業などの地域産業の活性化を図るため、豊かな自然や農地、歴史・文化など既存の



市２市合同で手賀沼湖上にてスターマイン・水中花火を打ち上げる花火大会は、地域の一大イ
施策目的・

(2)目的 、新たな観光資源の掘り起こしを行い、それらを積極的に活用していきます。また、我孫子市最大の観光資 事業目的 ベントとなっており、来場者を増やし商業の振興を図る。
展開方向

源である手賀沼周辺では、観光客をさらに呼び込み、もてなす環境づくりに取り組み、交流人口の拡大に努
柏市・我孫子市２市合同で手賀沼湖上でスターマイン、水中花火などを打ち上げる。 ４月　　　　：手賀沼花火大会役員会開催（日程など決定）

４～７月　　：手賀沼花火大会実行委員会開催、合同事務局会議開催（事業内容、予算の検討・決定など）
当該年度 ８月　　　　：手賀沼花火大会開催
執行計画 ８月～１０月：手賀沼花火大会実行委員会開催、合同事務局開催（実績報告、決算など）

(3)事業内容 内　　容 ※令和3年度は中止。今後のための改善検討を実施。

来場者数 想定値 160,000当該年度
単位 人

活動結果指標 実績値 0

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 花火大会の来場者数 直接 来場者数 人 0 0

令和 4年度 花火大会の来場者数 直接 来場者数 人 160,000

令和 5年度 花火大会の来場者数 直接 来場者数 160,000

柏市との共同開催のため日程調整が必要。また来場者が多いため安全を確保するための警備体制の強化。
(7)事業実施上の課題と対応 代替案検討 ○有 ●無

令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

手賀沼花火大会補助金 0 手賀沼花火大会負担金（中止） 0 0 手賀沼花火大会負担金 11,040 手賀沼花火大会負担金 11,040
手賀沼花火大会警備負担金 0

実施内容

(8)施行事項
費　　用

予算(決算)額 合　　計 0 合　　計 0 0 合　　計 11,040 合　　計 11,040
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 0 0 0 11,040 11,040

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.45 0.2 0.2 0.55 0.55
正職員人件費 3,915 1,780 1,780 4,895 4,895

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 0 0 0 0 0
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 3,915 1,780 1,780 15,935 15,935
(11)単位費用

0千円／人 0.01千円／人 0
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

花火大会は、柏市・我孫子市２市合同で手賀沼湖畔にてスターマイン・水中花火等が打ち上げられる。地域の一大イベン ○①事前確認での想定どおり
トとなっており、我孫子市での地域振興まつりの代表的なものとなっている。県内、県外からの来場者も多く、観光振興 ●②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ 事業として欠かせないイベントとなっている。 ○要
   背景は？(事業の必要性) ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

東京オリンピック・パラリンピック開催延期に伴う開催期間が手賀沼花火大会2021開催予定日と重なること及び新型コロ
ナウイルス感染症拡大の影響を鑑み、十分な警備体制を確保することは困難であると判断したため中止となった。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている □②市が主導で進めなければ実効性がなかった

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層
□その他 　促進された

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) □市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

□市が実施・提供することにより、良質で安定した ■⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

■市が支援することにより政策・施策の目標の 東京オリンピック・パラリンピック開催延期に伴う開催期間が手賀沼花火大会2021開催予定日と重なること及び新型コロ
実現が図られる ナウイルス感染症拡大の影響を鑑み、十分な警備体制を確保することは困難であると判断したため中止となった。

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 令和3年度については、東京オリンピック・パラリンピック ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り 開催による警備体制への影響と、新型コロナウイルス感染症 ○②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り の拡大状況を鑑み、実行委員を組織する我孫子市商工会、柏 ●③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している 市、柏市商工会議所、柏市沼南商工会と開催について協議し ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 、中止を決定した。 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
●⑥その他 東京オリンピック・パラリンピック開催及び新型コロナウイ

ルス感染症拡大の影響により、十分な警備体制を確保するこ
＜その他の内容＞ とは困難であると判断し中止となったため。
柏市、柏市商工会議所、柏市沼南商工会、我孫子市商工会と連携して実施している。
市内イベント及び我孫子駅等で募金活動を実施し、手賀沼花火大会の運営費に充てている。

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 東京オリンピック・パラリンピック開催及び新型コロナウイ ○①想定どおり
□②生き物と共存している ルス感染症拡大の影響により、十分な警備体制を確保するこ ●②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している とは困難であると判断し中止となった。

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 東京オリンピック・パラリンピック開催及び新型コロナウイ ●不要

ルス感染症拡大の影響により、十分な警備体制を確保するこ
＜その他の内容＞ とは困難であると判断し中止となった。
本事業は環境との関わりが直接的には無いため該当はしないが、事業の推進においては、省エネ化を図り環境負荷の低減
に努める。

効
　
率
　
性

現況値(a)(人) 目標値(b)(人) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ○①目標値達成
●②目標値未達成

■①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(人) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ □②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
0 0 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

東京オリンピック・パラリンピック開催及び新型コロナウイルス感染症拡大の影
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 0 0

響により、十分な警備体制を確保することは困難であると判断し中止となった。
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 1,780 2,135 1,780 100
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

中止により人件費等も減少したため。

54.53

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ●①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ○②目標値と同程度 東京オリンピック・パラリンピック開催及び新型コロナ

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ○③目標値以下 ウイルス感染症拡大の影響により、十分な警備体制を確

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 0 保することは困難であると判断し中止となったため。

人 10万円 0 NaN (非数値)

３．事後評価

○現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ●結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
事務事業の見直しによる結合。令和４年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。 令和４年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。

様式第３号 事務事業評価表（令和 3年度）

事業コード 197 課コード 0403 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 実施計画への
①事業名 ●有 ○無 ②部課名 環境経済部・商業観光課

個別事業 手賀沼花火大会 位置づけ

③事業主体 ○市 ●その他（ 手賀沼花火大会実行委員会 ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 ～ ⑥担当職員数 4 人 (換算人数 0.2 人）
(1)事業概要

(当　初) 1,780 千円 (うち人件費 1,780 千円）⑦事業費
総事業費 17,745 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 千円 (うち人件費 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 21201 重点２ ○有 ●無 (計画名) 観光振興計画

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

商業や農業などの地域産業の活性化を図るため、豊かな自然や農地、歴史・文化など既存の観光資源に加え 柏市・我孫子



観光情報を市内外に発信し、市民に我孫子市の良さを再発見していただくとともに、交流
施策目的・

(2)目的 、ジャパンバードフェスティバルなどのイベント情報や飲食店などの地域情報を、我孫子インフォメーショ 事業目的 人口の拡大によるまちの活性化を図ることを目的として、指定管理者制度を導入し新たな手法や視点で、よ
展開方向

ンセンターを中心に、広報や市ウェブサイト、ＳＮＳ等も活用して、絶えず市内外へ発信します。 り効果的な運営を行う。
我孫子駅至近に我孫子インフォメーションセンターアビシルベを設置し、アビシルベを活用して、市民・事 通年：我孫子インフォメーションセンターを運営し、観光情報等の収集・発信を実施
業者などと連携して我孫子市の魅力や観光情報を収集し、パンフレット類の管内への設置や企画展示・イベ （企画展示、集客イベントの開催、ふるさと産品・チケット等の販売、我孫子インフォメーションセンター
ントの実施やインターネット、情報誌などを活用して市内外に向け情報発信を行う。 当該年度 の専用ホームページの更新、収入印紙・千葉県収入証紙の販売など）

執行計画 ４月：指定管理業務に関する年間協定の締結　　
(3)事業内容 内　　容 ６～７月頃：前年度事業評価

１～２月頃：次年度事業計画審査
我孫子インフォメーションセンターの開館日数 想定値 359当該年度

単位 日
活動結果指標 実績値 359

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 交流人口を拡大してまちを活性化させる。 間接 我孫子インフォメーションセンターの来館者数 人 40,764 42,000

令和 4年度 交流人口を拡大してまちを活性化させる。 間接 我孫子インフォメーションセンターの来館者数 人 42,000

令和 5年度 交流人口を拡大してまちを活性化させる。 間接 我孫子インフォメーションセンターの来館者数 人 43,000

インターネットによる情報発信にも力を入れており、情報の取得手段としての来館は減少傾向にある。単純な来館者数の増加の
(7)事業実施上の課題と対応 みでなく、来館する人が立ち寄りやすく利用しやすいような、顧客満足度を高める施設になるよう更なる改善が求められる。 代替案検討 ○有 ●無

令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

我孫子インフォメーションセンター管理 23,964 我孫子インフォメーションセンター管理 25,580 25,580 我孫子インフォメーションセンター管理 24,217 我孫子インフォメーションセンター管理 24,189
（債務負担行為31～35年度） （債務負担行為31～35年度） （債務負担行為31～35年度） （債務負担行為31～35年度）
指定管理者選考委員会委員報酬 28 指定管理者選考委員会委員報酬 28 14 指定管理者選考委員会委員報酬 28 指定管理者選考委員会委員報酬 28

役務費（手数料） 95 93

実施内容

(8)施行事項
費　　用

予算(決算)額 合　　計 23,992 合　　計 25,703 25,687 合　　計 24,245 合　　計 24,217
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 23,992 25,703 25,687 24,245 24,217

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.25 0.45 0.45 0.25 0.25
正職員人件費 2,175 4,005 4,005 2,225 2,225

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 0 0 0 0 0
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 26,167 29,708 29,692 26,470 26,442
(11)単位費用

72.89千円／日 82.75千円／日 82.71
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

活力あるまちづくりを推進するためには、豊かな自然や文化・歴史等、我孫子市が持つ観光資源を活かして交流人口の拡 ●①事前確認での想定どおり
大を図る必要がある。 ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ そのためには、各拠点の整備だけでなく、そこに人を呼び込むための効果的な情報発信が重要となり、その拠点である我 ○要
   背景は？(事業の必要性) 孫子インフォメーションセンターの取り組みを充実させていく必要がある。 ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

新型コロナウイルス感染症拡大により、観光需要が落ち込み、来館者数は想定以下となっているが、民間企業ならではの
柔軟な意思決定や対応が可能であったため、SNS等のネットワークを活用した情報発信を行った。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている ■②市が主導で進めなければ実効性がなかった 新型コロナウイルスの影響が大きいなかで、時勢に適した情

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 報発信をするには市の主導が必要である。
□その他 　促進された

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) ■市が主導で進めることにより実効性が得られる 市が民間事業者を指定管理者として指定し、事業運営を行っ □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

□市が実施・提供することにより、良質で安定した ている。 □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 市民が委員として参画する我孫子インフォメーションセンタ 我孫子インフォメーションセンター指定管理者選考委員会等 ○①当初期待した以上
●②事業実施時に市民の参画有り ー指定管理者選考委員会や指定管理者が自主的に設置するア を通して指摘やアドバイスを受け、業務を改善しながら運営 ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ビシルベ利用推進委員会において、利用にあたっての改善提 している。施設内の展示や動画配信、観光パンフの配布など ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している 案等を受けながら事業を実施している。 は、市民や団体と協働で行っている。 ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
○⑥その他

＜その他の内容＞

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 環境負荷低減のため、省エネや利用資源の削減、エコ製品の 環境負荷削減のために、省エネや利用資源の削減、エコ製品 ●①想定どおり
□②生き物と共存している 利用に努める。 の活用に努めた。 ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
■④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
□⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞

効
　
率
　
性

現況値(a)(人) 目標値(b)(人) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ○①目標値達成
●②目標値未達成

■①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(人) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ □②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
40,764 42,000 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

新型コロナウイルスの感染拡大による緊急事態宣言やまん防の発令等で、観光需
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 28,151 67.03

要が落ち込み、来館者数が想定以下となっているため。
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 29,708 △3,541 29,692 99.95
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

△13.53

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ○②目標値と同程度 新型コロナウイルスの感染拡大による緊急事態宣言やま

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ●③目標値以下 ん防の発令等で、観光需要が落ち込み、来館者数が想定

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 141.38 以下となっているため。

人 10万円 94.81 67.06

３．事後評価

○現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ●結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
事務事業の見直しによる結合。令和４年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。 令和４年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。

様式第３号 事務事業評価表（令和 3年度）

事業コード 201 課コード 0403 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 実施計画への
①事業名 ●有 ○無 ②部課名 環境経済部・商業観光課

個別事業 我孫子インフォメーションセンター運営事業 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 平成23年度 ～ ⑥担当職員数 3 人 (換算人数 0.45 人）
(1)事業概要

(当　初) 29,708 千円 (うち人件費 4,005 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 千円 (うち人件費 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 21202 重点２ ○有 ●無 (計画名)

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

多くの人が我孫子で楽しめるよう、手賀沼、利根川などの豊かな自然や歴史・文化などの観光資源をはじめ 我孫子市の魅力や



や企業を来場者に紹介し、市内での消費拡大を図る。
施策目的・

(2)目的 に密着したイベントなどの活動を支援します。 事業目的
展開方向

我孫子市青壮年会議、商工会、市で「産業まつり実行委員会」を組織し、市内の産業を紹介する企業展示や ６～１０月：産業まつり実行委員会を毎月１回～２回開催（実施内容、予算などの検討、決定、準備）
青空市、アトラクションを実施し、市内産品の消費拡大や今後の産業振興、地域文化の向上発展を図る。 １０月：産業まつりの開催

当該年度 １１月：反省会
執行計画

(3)事業内容 内　　容

実行委員会の開催回数 想定値 5当該年度
単位 回

活動結果指標 実績値 0

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 市内の商工業の紹介をし企業展示及び市内物産の振興を図る 直接 来場者数 人 0 16,000

令和 4年度 市内の商工業の紹介をし企業展示及び市内物産の振興を図る 直接 来場者数 人 16,000

令和 5年度 市内の商工業の紹介をし企業展示及び市内物産の振興を図る 直接 来場者数 人 16,000

・３０年以上も続いているイベントであるため主催者が高齢化しており、新たな担い手探しが求められている。
(7)事業実施上の課題と対応 ・新型コロナウイルス感染症の拡大に対応した開催方法の検討が求められている。 代替案検討 ○有 ●無

・来場者数は算定困難のため、例年ベースで設定している。

令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

産業まつり負担金 1,600 産業まつり負担金 1,600 0 産業まつり負担金 1,600 産業まつり負担金 1,600
産業まつり負担金（中止・９月補正） △1,600 産業まつり負担金（中止・１２月補正） △1,600 0

実施内容

(8)施行事項
費　　用

予算(決算)額 合　　計 0 合　　計 0 0 合　　計 1,600 合　　計 1,600
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 0 0 0 1,600 1,600

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.4 0.2 0.03 0.35 0.35
正職員人件費 3,480 1,780 267 3,115 3,115

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 0 0 0 0 0
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 3,480 1,780 267 4,715 4,715
(11)単位費用

696千円／回 356千円／回 0
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

市内産品のPRや消費拡大のためにも市内産業、企業等を広く市民に紹介するこの事業は必要である。 ○①事前確認での想定どおり
今年で３９回目となる歴史あるイベントのため多くの来場者があり商業振興、賑わいの創出に寄与する事業である。 ●②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ ○要
   背景は？(事業の必要性) ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

新型コロナウイルス感染症拡大の影響により中止となった。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている □②市が主導で進めなければ実効性がなかった

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層
□その他 　促進された

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) □市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

■市が実施・提供することにより、良質で安定した ■⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の 新型コロナウイルス感染症拡大の影響により中止となった。
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 我孫子市青壮年会議及び我孫子市商工会と市が連携して実行 新型コロナウイルス感染症拡大の影響により中止となった。 ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り 委員会を組織し、共催している。 ○②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ●③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
●⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
○⑥その他 新型コロナウイルス感染症拡大の影響により中止となったた

め、委員会としての活動は行わなかったため。
＜その他の内容＞

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 　 新型コロナウイルス感染症拡大の影響により中止となった。 ○①想定どおり
□②生き物と共存している ●②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 新型コロナウイルス感染症拡大の影響により中止となったた ●不要

め。
＜その他の内容＞
本事業は、直接的には環境との関わりがないため該当しないが、事業の推進においては省エネ化を図り、環境負荷の低減
に努める。

効
　
率
　
性

現況値(a)(人) 目標値(b)(人) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ○①目標値達成
●②目標値未達成

□①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(人) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ ■②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
0 16,000 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

新型コロナウイルス感染症拡大の影響により中止となったため。
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 0 0
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ●①想定事業費未満 事業費の削減対策について
○②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ○①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ●②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 1,780 1,700 267 15
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ 新型コロナウイルス感染症拡大の影響により中止 ●不要

新型コロナウイルス感染症拡大の影響により中止となったことから、人 となったため。
件費も減少したため。

48.85

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ○②目標値と同程度 新型コロナウイルス感染症拡大の影響により中止となっ

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ●③目標値以下 たため。

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 898.88

人 10万円 0 0

３．事後評価

○現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ●結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
事務事業の見直しによる結合。令和４年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。 令和４年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。

様式第３号 事務事業評価表（令和 3年度）

事業コード 205 課コード 0403 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 実施計画への
①事業名 ●有 ○無 ②部課名 環境経済部・商業観光課

個別事業 我孫子市産業まつり 位置づけ

③事業主体 ○市 ●その他（ 産業まつり実行委員会 ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 ～ ⑥担当職員数 3 人 (換算人数 0.03 人）
(1)事業概要

(当　初) 3,380 千円 (うち人件費 1,780 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 1,780 千円 (うち人件費 1,780 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 21102 重点なし ○有 ●無 (計画名)

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

商業の活性化を図るため、商工会や商店会などの商業団体が、市民、農業者などと連携しながら行う、地域 市内の産業



連携して、消費者の消費に関するトラブルの早期
施策目的・

(2)目的 な社会生活の実現に向けて、消費生活相談の充実に努めます。 事業目的 発見や解決を図る。
展開方向

社会情勢や生活環境の変化に伴う消費者相談に対して、国民生活センターや千葉県消費者センターとの連携 平日及び月２回の土曜日の午前１０時～午後５時３０分まで、２～３人が常駐する消費生活相談員により、
を強化して、早期発見や解決を図る。 消費生活相談を行い、助言や斡旋を行い消費者被害の未然防止・解決を図る。

当該年度 消費者講座を開催し消費者が自らトラブルに遭わないための情報提供や消費者教育を行う。
執行計画

(3)事業内容 内　　容

相談受付想定数　　 想定値 1,600当該年度
単位 件

活動結果指標 実績値 1,237

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 受けた相談に対して、解決に導く 直接 消費生活相談解決に向け処理した割合 ％ 95.6 100

令和 4年度 同上 直接 同上 ％ 100

令和 5年度 同上 直接 同上 ％ 100

(7)事業実施上の課題と対応 代替案検討 ○有 ●無

令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

会計年度職員（消費生活相談員）4人 11,923 会計年度職員（消費生活相談員）4人 12,419 12,242 会計年度職員（消費生活相談員）4人 11,926 会計年度職員（消費生活相談員）4人 11,926
消費者啓発事業 843 消費者啓発事業 867 666 消費者啓発事業 867 消費者啓発事業 867
一般事務費 126 一般事務費 154 133 一般事務費 154 一般事務費 154

実施内容

(8)施行事項
費　　用

予算(決算)額 合　　計 12,892 合　　計 13,440 13,041 合　　計 12,947 合　　計 12,947
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 26 補助率 0 ％ 46 219 補助率 0 ％ 46 補助率 0 ％ 46
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 12,866 13,394 12,822 12,901 12,901

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.3 0.35 0.35 0.35 0.35
正職員人件費 2,610 3,115 3,115 3,115 3,115

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 0 0 0 0 0
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 15,502 16,555 16,156 16,062 16,062
(11)単位費用

9.69千円／件 10.35千円／件 13.06
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

消費者が安全・安心で豊かな消費生活を営むため、必要な知識・情報を提供するとともに、消費者の保護を目的として斡 ○①事前確認での想定どおり
旋を含む消費生活相談を充実する必要がある。 ●②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ ○要
   背景は？(事業の必要性) ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

相談件数については減少しているが、高額被害の相談及び複雑で時間を要する相談が増えている。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ ■①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている □②市が主導で進めなければ実効性がなかった 法令で市が実施することとされている。

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層
□その他 　促進された

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) ■市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

□市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
●⑥その他

＜その他の内容＞
専門の消費生活相談員による業務のため、協働できない。

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている ●①想定どおり
□②生き物と共存している ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞
該当なし。

効
　
率
　
性

現況値(a)(％) 目標値(b)(％) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ●①目標値達成
○②目標値未達成

□①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(％) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ ■②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
95.6 100 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

相談解決に努力した。
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 95.6 95.6
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ○①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 16,555 △1,053 16,156 97.59
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

△6.79

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ●②目標値と同程度

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ○③目標値以下

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 0.6

％ 10万円 0.59 98.33

３．事後評価

○現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ●結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
事務事業の見直しによる結合。令和４年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。 令和４年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。

様式第３号 事務事業評価表（令和 3年度）

事業コード 210 課コード 0403 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 実施計画への
①事業名 ●有 ○無 ②部課名 環境経済部・商業観光課

個別事業 消費生活相談事務 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 ～ ⑥担当職員数 2 人 (換算人数 0.35 人）
(1)事業概要

(当　初) 16,555 千円 (うち人件費 3,115 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 千円 (うち人件費 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 41402 重点３ ○有 ●無 (計画名)

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

消費者トラブルの解決を図るため、関係する団体や機関と連携し、消費者が健康にくらすための安全・安心 国民生活センターや千葉県消費者センター、関係機関等と



に消費環境と関わっているのかなど、様々な事
施策目的・

(2)目的 に関する各種講座や消費生活展などを開催し、消費者への啓発を進めるとともに、市内小・中・高等学校で 事業目的 例を通して啓発する。
展開方向

行われている消費者教育の場に積極的な情報提供を行います。
令和4年2月6・7日の土・日に、あびこショッピングプラザにおいて、各消費者団体等によるパネル展示や、 8月と2月を除く毎月、第三木曜日に消費生活展実行委員会を年度内において１０回定例的に開催する。
実験などにより情報提供を行う。 ４月から１月（８月を除く）：消費生活展開催に向けて、リーフレット・パンフレット・展示パネル・アト

当該年度 ラクション・ポスター・チラシ・来場者アンケート・スタンプラリーなどの内容について検討する。
執行計画 ２月：消費生活展開催

(3)事業内容 内　　容 ３月：消費生活展の反省、総括及び会計報告

消費生活展入場者数 想定値 800当該年度
単位 人

活動結果指標 実績値 182

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 消費生活展に多くの方に来場いただき、消費生活に関わる問題等を知っていただき消費者への啓発を進める。 直接 消費生活展入場者数 人 785 800

令和 4年度 同上 直接 同上 人 830

令和 5年度 同上 直接 同上 人 850

若い世代等、幅広い年代層が来場するためにホームページ等を活用しＰＲを強化して来場者増を検討する。
(7)事業実施上の課題と対応 代替案検討 ○有 ●無

令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

負担金 850 負担金 850 729 負担金 850 負担金 850
会計年度職員（事務補助職員）0.6 1,354 会計年度職員（事務補助職員）0.6 1,533 1,471 会計年度職員（事務補助職員）0.6 1,522 会計年度職員（事務補助職員）0.6 1,522
一般事務費 126 一般事務費 154 133 一般事務費 154 一般事務費 154

実施内容

(8)施行事項
費　　用

予算(決算)額 合　　計 2,330 合　　計 2,537 2,333 合　　計 2,526 合　　計 2,526
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 2,330 2,537 2,333 2,526 2,526

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2
正職員人件費 1,740 1,780 1,780 1,780 1,780

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 0 0 0 0 0
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 4,070 4,317 4,113 4,306 4,306
(11)単位費用

5.09千円／人 5.4千円／人 22.6
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

私たちの生活が安全で健康的に営めるよう、また、どのような消費環境と関わっているのかなど、様々な事例を通して啓 ●①事前確認での想定どおり
発していく必要がある。 ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ ○要
   背景は？(事業の必要性) ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

新型コロナウイルス感染防止のため、対面での説明は行わず、パネルの展示のみを行った。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている □②市が主導で進めなければ実効性がなかった 市が支援することで、消費者団体や環境団体などの参加が得

□提供主体が市しかない ■③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 られ、目標実現に効果的となる。
□その他 　促進された

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) □市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

□市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

■市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 市民団体による実行委員会で、企画・運営を行い、市が事務 市が実行委員会事務局として、消費者団体等と協働して開催 ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り 局として参加する。 した。 ●②当初期待したとおり
●③管理・運営に市民の参画有り ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
○⑥その他

＜その他の内容＞

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 環境問題等を取り上げ、啓発を行っている。 「持続可能な社会を目指して～今、始めよう！SDGs～」を全 ●①想定どおり
□②生き物と共存している 体テーマに、環境問題を個別テーマに作成したパネルを展示 ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している 。

環境に配慮して事業を進めて
■④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
□⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞

効
　
率
　
性

現況値(a)(人) 目標値(b)(人) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ○①目標値達成
●②目標値未達成

■①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(人) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ □②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ●要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
785 800 □③現況値との差が小さい値ではない ○不要

パネル展として規模を縮小して実施したため。
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 182 22.75
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 4,317 △247 4,113 95.27
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

△6.07

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ○②目標値と同程度 パネル展として規模を縮小して実施したため。

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ●③目標値以下

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 18.53

人 10万円 4.42 23.85

３．事後評価

○現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ●結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
事務事業の見直しによる結合。令和４年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。 令和４年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。

様式第３号 事務事業評価表（令和 3年度）

事業コード 212 課コード 0403 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 実施計画への
①事業名 ●有 ○無 ②部課名 環境経済部・商業観光課

個別事業 消費生活展の実施 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 ～ ⑥担当職員数 1 人 (換算人数 0.2 人）
(1)事業概要

(当　初) 4,317 千円 (うち人件費 1,780 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 千円 (うち人件費 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 41401 重点なし ○有 ●無 (計画名)

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

消費者自らがトラブルを未然に防ぐ知識を身につけられるよう、関係する団体や機関と連携して消費者問題 私たちの生活が安全で健康的に営めるよう、また、どのよう



及び観光スポットを広く紹介する。
施策目的・

(2)目的 、新たな観光資源の掘り起こしを行い、それらを積極的に活用していきます。また、我孫子市最大の観光資 事業目的 ２．レンタサイクルを活用した、自転車や散歩での健康増進のきっかけづくりや家族でのふれあいの機会を
展開方向

源である手賀沼周辺では、観光客をさらに呼び込み、もてなす環境づくりに取り組み、交流人口の拡大に努 　　提供する。
手賀沼・手賀川周辺をＴ、Ｅ、Ｇ、Ａの４つのゾーンに分け、各観光拠点にスタンプを設置。４つまたは３ ５～３月　：ＴＥＧＡスタンプラリー実行委員会開催（事業内容・予算・実施・実績報告・決算）
つのゾーンのスタンプを集め応募。当選者に景品を進呈。 ６～８月　：実施に向けた準備
令和３年度からは、コロナ禍でも観光振興資することができるようデジタルスタンプラリーを開催する。 当該年度 ９～１１月：スタンプラリーを実施

執行計画 １２月　　：応募とりまとめ・抽選・景品発送
(3)事業内容 内　　容 令和３年度は令和２年度に中止となった当事業10周年の節目のため、記念企画を行う予定。

スタンプラリー応募人数 想定値 2,500当該年度
単位 人

活動結果指標 実績値 10,000

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 手賀沼、手賀川周辺の交流人口の拡大を図り商業の活性に繋げる。 直接 スタンプラリー応募人数 人 0 2,500

令和 4年度 手賀沼、手賀川周辺の交流人口の拡大を図り商業の活性に繋げる。 直接 スタンプラリー応募人数 人 2,500

令和 5年度 手賀沼、手賀川周辺の交流人口の拡大を図り商業の活性に繋げる。 直接 スタンプラリー応募人数 人 2,500

柏市、印西市との協働事業となるため、同一条件のための協議が必要。
(7)事業実施上の課題と対応 チラシの配布場所やスタンプの設置施設との協議が必要。 代替案検討 ○有 ●無

結果を踏まえ検証し、来年度以降の取組みについて検討する。

令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

柏市・印西市広域連携負担金 500 柏市・印西市広域連携負担金 500 500 柏市・印西市広域連携負担金 400 柏市・印西市広域連携負担金 400
柏市・印西市広域連携負担金 △500
（中止・９月補正）

実施内容

(8)施行事項
費　　用

予算(決算)額 合　　計 0 合　　計 500 500 合　　計 400 合　　計 400
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 0 500 500 400 400

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.25 0.2 0.15 0.25 0.25
正職員人件費 2,175 1,780 1,335 2,225 2,225

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 0 0 0 0 0
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 2,175 2,280 1,835 2,625 2,625
(11)単位費用

0.95千円／人 0.91千円／人 0.18
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

手賀沼・手賀川の豊かな自然や文化歴史など我孫子の観光資源を活用すること、また、手賀沼周遊レンタサイクルの魅力 ●①事前確認での想定どおり
を向上して活用の増加を図るためには、柏市、印西市と連携して広域的に展開する必要がある。 ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ ３市が相互に協力することで、周辺住民だけでなく手賀沼・手賀川を訪れる人へのレクリエーションを提供する。 ○要
   背景は？(事業の必要性) ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

柏市、印西市と連携しているTEGAスタンプラリーは、新型コロナウイルス感染症の影響により代替事業として観光周遊促
進パンフレットを制作し、手賀沼を中心とした観光資源の活用及びPRが図られた。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ ■①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている □②市が主導で進めなければ実効性がなかった 手賀沼周辺の公共施設で配布することを考えると、市が主催

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 となって実践することが妥当であった。
□その他 　促進された

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) ■市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

□市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り スタンプを設置する手賀沼・手賀川周辺の施設による市民参 柏市・印西市と連携し、手賀沼を中心とした観光施設の相互 ○①当初期待した以上
●②事業実施時に市民の参画有り 加があり、相互連携を図ることで、より魅力的な事業展開を 連携を図り、パンフレットを制作・配布した。 ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り 行う。 ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
○⑥その他

＜その他の内容＞

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

■①自然環境を生かしている 手賀沼・手賀川周辺の施設を中心にスタンプラリーを実施し 水の館やレンタサイクルの紹介も行った。環境負担軽減とと ●①想定どおり
□②生き物と共存している ている。移動手段として、レンタサイクルやウォーキングを もに、手賀沼周辺の自然環境への興味・意識も高まった。 ○②想定どおりでなかった
■③手賀沼を意識している 推奨している。

環境に配慮して事業を進めて
■④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
□⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞

効
　
率
　
性

現況値(a)(人) 目標値(b)(人) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ●①目標値達成
○②目標値未達成

■①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(人) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ □②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
0 2,500 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

新型コロナウイルス感染症の影響により、スタンプラリーを中止し、観光周遊促
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 10,000 400

進パンフレットを制作。実績値を応募人数ではなく冊子配布数としたため。
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ●①想定事業費未満 事業費の削減対策について
○②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ○①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ●②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 2,280 △105 1,835 80.48
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ 新型コロナウイルス感染症の影響により、スタン ●不要

スタンプラリーから観光周遊促進パンフレット制作に事業が変更になっ プラリーから観光周遊促進パンフレット制作にな
たことに伴い、スタンプラリーの景品の発送等の人件費が減少したため ったため。

△4.83 。

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ●①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ○②目標値と同程度 スタンプラリーから観光周遊促進パンフレット制作に事

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ○③目標値以下 業が変更になったことに伴い、スタンプラリーの景品の

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 109.65 発送等の人件費が減少したため。

人 10万円 544.96 497

３．事後評価

○現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ●結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
事務事業の見直しによる結合。令和４年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。 令和４年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。

様式第３号 事務事業評価表（令和 3年度）

事業コード 1687 課コード 0403 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 実施計画への
①事業名 ●有 ○無 ②部課名 環境経済部・商業観光課

個別事業 ＴＥＧＡスタンプラリー 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 平成23年度 ～ ⑥担当職員数 3 人 (換算人数 0.15 人）
(1)事業概要

(当　初) 2,280 千円 (うち人件費 1,780 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 千円 (うち人件費 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 21201 重点２ ○有 ●無 (計画名)

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

商業や農業などの地域産業の活性化を図るため、豊かな自然や農地、歴史・文化など既存の観光資源に加え １．手賀沼のＰＲと手賀沼周辺の自然



成及び市内外への普及により、市内事業者の活性化及び我孫子市のＰＲを図
施策目的・

(2)目的 色ある商店づくりや、買い物しやすい環境づくりなど、商業者が市民、農業者などのさまざまな主体と連携 事業目的 る。
展開方向

しながら、消費者ニーズにあった新たな商業展開が行えるよう支援します。また、我孫子の観光資源をいか
「我孫子市ふるさと産品」に推奨された商品を製造・販売している事業者、商工会、我孫子市の３者から成 通年：推奨品についてイベントでの出店、ブランド化、ＳＮＳの活用などによりＰＲを実施
る「我孫子市ふるさと産品連絡協議会」にて、イベント等への出店や販路拡大等の普及・ＰＲ活動を支援す ５月：我孫子市ふるさと産品連絡協議会の開催
る。 当該年度 ７月：我孫子市ふるさと産品連絡協議会の開催、新規推奨品の募集

執行計画 ８月：我孫子市ふるさと産品育成協議会にて登録決定　　　９月：我孫子市ふるさと産品連絡協議会の開催
(3)事業内容 内　　容 １０月：産業まつり・手賀沼エコマラソンでＰＲ　　　　１１月：我孫子市ふるさと産品連絡協議会の開催

１月：我孫子市ふるさと産品連絡協議会の開催　　　　　　３月：産品まつりの開催
「我孫子市ふるさと産品」推奨品の品数 想定値 26当該年度

単位 品
活動結果指標 実績値 26

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 「我孫子市ふるさと産品」推奨品のラインナップを充実させ、ブランド力を向上させる。 直接 「我孫子市ふるさと産品」推奨品の品数 品 26 28

令和 4年度 「我孫子市ふるさと産品」推奨品のラインナップを充実させ、ブランド力を向上させる。 直接 「我孫子市ふるさと産品」推奨品の品数 品 28

令和 5年度 「我孫子市ふるさと産品」推奨品のラインナップを充実させ、ブランド力を向上させる。 直接 「我孫子市ふるさと産品」推奨品の品数 品 29

イベントへの出店等、「我孫子市ふるさと産品」のＰＲ活動に事業者の参加を促す必要があり、呼びかけを行っていく。
(7)事業実施上の課題と対応 代替案検討 ○有 ●無

令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

我孫子市ふるさと産品育成事業負担金 400 我孫子市ふるさと産品育成事業負担金 400 400 我孫子市ふるさと産品育成事業負担金 400 孫子市ふるさと産品育成事業負担金 400

実施内容

(8)施行事項
費　　用

予算(決算)額 合　　計 400 合　　計 400 400 合　　計 400 合　　計 400
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 400 400 400 400 400

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.3 0.25 0.2 0.25 0.25
正職員人件費 2,610 2,225 1,780 2,225 2,225

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 0 0 0 0 0
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 3,010 2,625 2,180 2,625 2,625
(11)単位費用

115.77千円／品 100.96千円／品 83.85
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

地元産品は、まちを象徴する「顔」の一つである。 ●①事前確認での想定どおり
「我孫子市ふるさと産品」の育成・普及は、市内事業者の活性化だけでなく、我孫子市の知名度アップに寄与するもので ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ あり、シティプロモーションの観点からも必要な事業である。 ○要
   背景は？(事業の必要性) ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

新たに1品が追加となった。本製品はNECグリーンロケッツとのタイアップ商品であることから、広域に対する我孫子市の
PRに寄与した。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている □②市が主導で進めなければ実効性がなかった 市が協力することで、ふるさと産品をPRする際に様々な情報

□提供主体が市しかない ■③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 発信ツールを活用することができた。
□その他 　促進された

■④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) □市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

□市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

■市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り ふるさと産品の開発についての実施主体は市内事業者であり 商工会を事務局とし、我孫子市ふるさと産品を取り扱う事業 ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り 、市は負担金による財政的な支援及びイベント案内やイベン 者が集う「我孫子市ふるさと産品連絡協議会」の構成員とし ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り トでのPRを行っている。 て、市が参加することで情報共有を行った。 ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
●④市民の自主的な活動と連携している 一連の活動において、市はあくまでサポート役として参加す ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ることで、市民の積極的な参加を図った。 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
○⑥その他

＜その他の内容＞

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 該当なし。 ●①想定どおり
□②生き物と共存している ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞
本事業は直接的には環境との関りがないため該当しないが、事業の推進においては省エネ化を図り環境負荷の低減に努め
る。

効
　
率
　
性

現況値(a)(品) 目標値(b)(品) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ●①目標値達成
○②目標値未達成

■①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(品) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ □②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
26 28 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

事務局や事業者の活動により、新たな産品の発掘に至った。
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 26 92.86
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ●①想定事業費未満 事業費の削減対策について
○②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 2,625 385 2,180 83.05
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

新型コロナウイルス感染症の影響によりイベントへの出店等ができなか
ったことから、人件費が減少したため。

12.79

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ●①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ○②目標値と同程度 事業費が減少したため。

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ○③目標値以下

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 1.07

品 10万円 1.19 111.21

３．事後評価

○現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ●結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
事務事業の見直しによる結合。令和４年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。 令和４年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。

様式第３号 事務事業評価表（令和 3年度）

事業コード 1815 課コード 0403 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 実施計画への
①事業名 ●有 ○無 ②部課名 環境経済部・商業観光課

個別事業 我孫子市ふるさと産品育成事業 位置づけ

③事業主体 ○市 ●その他（ 我孫子市商工会 ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 ～ ⑥担当職員数 3 人 (換算人数 0.2 人）
(1)事業概要

(当　初) 2,625 千円 (うち人件費 2,225 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 千円 (うち人件費 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 21101 重点２ ○有 ●無 (計画名)

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

地域に密着した商業の活性化を図るため、個店の専門性の強化や我孫子市ふるさと産品の開発などによる特 「我孫子市ふるさと産品」の育



を推進し、交流人口の拡大によるまちの活性化を図る。
施策目的・

(2)目的 、新たな観光資源の掘り起こしを行い、それらを積極的に活用していきます。また、我孫子市最大の観光資 事業目的
展開方向

源である手賀沼周辺では、観光客をさらに呼び込み、もてなす環境づくりに取り組み、交流人口の拡大に努
平成３０年度に策定した第二期観光振興計画のアクションプランについて、庁内連携を図りながら、事業を 通年：観光振興計画アクションプランの検討・推進、観光振興計画の見直しの実施
推進していくとともに、観光振興計画推進委員会において、計画の推進、進捗管理などを行っていく。また 　６月：第１回観光振興計画推進委員会（前年の実績報告、観光振興計画の評価・見直しの方向性など）
、アクションプランの実現のため策定した「手賀沼観光施設誘導方針」を周知するとともに、地区内にある 当該年度 １２月：第２回観光振興計画推進委員会（今年度の進捗状況、そのほか観光施策についての報告など）
農産物直売所アンテナショップ跡地を活用していく。 執行計画 　２月：第３回観光振興計画推進委員会の開催（今年度の進捗状況、次年度観光施策予算の報告など）

(3)事業内容 内　　容 年度内：アンテナショップ跡地利用に関して、店舗オープンに向けた事業者との協議実施

観光振興計画推進委員会開催回数 想定値 3当該年度
単位 回

活動結果指標 実績値 2

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 観光振興計画を推進する 直接 観光振興計画の年度ごとにおける推進進捗率 % 100 100

令和 4年度 観光振興計画を推進する － 観光振興計画の年度ごとにおける推進進捗率 % 100

令和 5年度 観光振興計画を推進する － 観光振興計画の年度ごとにおける推進進捗率 % 100

(7)事業実施上の課題と対応 代替案検討 ○有 ●無

令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

観光振興計画推進委員報償費 147 観光振興計画推進委員報償費 147 35 ＊ 農産物直売所AS跡地活用事業者選考委 7 農産物直売所AS跡地活用事業者選考委 7
14人×3500円×3回 14人×3500円×3回 員報酬　2人×3500円×1回 員報酬　2人×3500円×1回

＊ 農産物直売所AS跡地活用事業者選考委 14 ＊ 農産物直売所AS跡地活用事業者選考委 7 7 旅費（普通旅費、研修旅費） 40 旅費（普通旅費、研修旅費） 40
員報酬2人×3500円×2回 員報酬　2人×3500円×1回 交際費（部交際費） 16 交際費（部交際費） 16
旅費（普通旅費、研修旅費） 39 旅費（普通旅費、研修旅費） 40 9 需用費（消耗品費、印刷製本費） 338 需用費（消耗品費、印刷製本費） 338
交際費（部交際費） 13 交際費（部交際費） 14 13 負担金（ちばプロモ、黒船祭） 28 負担金（ちばプロモ、黒船祭） 28
需用費（消耗品費、印刷製本費） 310 需用費（消耗品費、印刷製本費、修繕 420 268

実施内容 ＊ 草刈委託料 199 料）
負担金（利根町花火、ちばプロモ、黒 178 負担金（ちばプロモ、黒船祭） 28 10

(8)施行事項
費　　用 船祭） 負担金（黒船祭）（１２月補正） △18

利根町花火負担金（中止・９月補正） △150 ＊ 草刈委託料 300 300

予算(決算)額 合　　計 750 合　　計 938 642 合　　計 429 合　　計 429
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 △1,650 938 642 △4,371 △4,371

その他の財源 □特会 □受益 □基金 ■その他 2,400 □特会 □受益 □基金 ■その他 0 0 □特会 □受益 □基金 ■その他 4,800 □特会 □受益 □基金 ■その他 4,800
換算人数(人) 0.7 0.65 0.65 0.6 0.6
正職員人件費 6,090 5,785 5,785 5,340 5,340

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 0 0 0 0 0
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 6,840 6,723 6,427 5,769 5,769
(11)単位費用

2,280千円／回 2,241千円／回 3,213.5
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

近年、手賀沼文化拠点整備計画の推進や観光案内所としての機能を備える我孫子インフォメーションセンター「アビシル ○①事前確認での想定どおり
ベ」の開館等、我孫子市の魅力向上及び情報発信機能の充実が図られてきたが、今後、交流人口の拡大によるまちの活性 ●②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ 化を全市的に進めていくためには、市民・事業者・行政の連携が必須であり、その指針となる市の観光振興計画を平成24 ○要
   背景は？(事業の必要性) 年度に策定した。25年度以降は計画の推進をし、まちの活性化を図る。 ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

新型コロナウイルス感染症の影響により、様々な取り組みやイベントは中止を余儀なくされ、事業の優先度なども変更せ
ざるを得なかったため。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている ■②市が主導で進めなければ実効性がなかった 市の施策実現のための計画であることから、市が主導で進め

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 る。
□その他 　促進された

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) ■市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

□市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
●①事業計画時に市民の参画有り 計画の推進及び推進委員会に市民・事業者の参画がある。 我孫子市観光振興計画推進委員会は、計画の策定段階から現 ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り 在に至るまで市内観光事業者や商業者、市民団体など市民を ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り 中心に組織され、意見をいただいている。 ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
○⑥その他

＜その他の内容＞

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

■①自然環境を生かしている 手賀沼をはじめとする豊かな自然環境は、我孫子の観光資源 手賀沼をはじめとした我孫子市の自然環境などの地域資源を ●①想定どおり
□②生き物と共存している であり、それらの活用を計画に盛り込んでいる。 観光資源として活用する計画としている。 ○②想定どおりでなかった
■③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
□⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞

効
　
率
　
性

現況値(a)(%) 目標値(b)(%) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ○①目標値達成
●②目標値未達成

■①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(%) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ □②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
100 100 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

各事業事後評価中であるため暫定値であるが、新型コロナウイルス感染症の影響
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 80 80

により中止を余儀なくされた事業が多かったため。
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 6,723 117 6,427 95.6
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

1.71

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ○②目標値と同程度 各事業事後評価中であるため暫定値であるが、新型コロ

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ●③目標値以下 ナウイルス感染症の影響により中止を余儀なくされた事

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 1.49 業が多かったため。

% 10万円 1.24 83.22

３．事後評価

○現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ●結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
事務事業の見直しによる結合。令和４年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。 令和４年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。

様式第３号 事務事業評価表（令和 3年度）

事業コード 1864 課コード 0403 会計種別 一般会計 予算の種類 ■政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 実施計画への
①事業名 ●有 ○無 ②部課名 環境経済部・商業観光課

個別事業 観光振興策の推進 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 令和 4年度 ～ ⑥担当職員数 6 人 (換算人数 0.65 人）
(1)事業概要

(当　初) 6,741 千円 (うち人件費 5,785 千円）⑦事業費
総事業費 2,534 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 6,723 千円 (うち人件費 5,785 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 21201 重点２ ●有 ○無 (計画名)

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

商業や農業などの地域産業の活性化を図るため、豊かな自然や農地、歴史・文化など既存の観光資源に加え 観光振興計画



のうなきちさん」布佐地区の震災からの復興支援のために作ら
施策目的・

(2)目的 、新たな観光資源の掘り起こしを行い、それらを積極的に活用していきます。また、我孫子市最大の観光資 事業目的 れた「ふさだだしお」（以下、2キャラクターあわせてキャラクターと呼称）を観光情報発信やイベントに
展開方向

源である手賀沼周辺では、観光客をさらに呼び込み、もてなす環境づくりに取り組み、交流人口の拡大に努 活用し、市のPRを行うことで市の知名度を上昇させる。
キャラクターの着ぐるみのイベント等への貸し出しや「手賀沼のうなきちさん」のイラスト使用の推進を図 通年：マスコットキャラクターのＰＲ、イベントへの出演、着ぐるみの貸出などを実施
り、キャラクターの知名度を更に向上させ、市のPRに繋げる。 通年：市内各おまつりに参加

当該年度
執行計画

(3)事業内容 内　　容

キャラクターの着ぐるみ貸出件数 想定値 100当該年度
単位 件

活動結果指標 実績値 11

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 キャラクターを観光情報の発信やイベント等で活用し、市の観光PRツールの一つとする。 直接 キャラクターの着ぐるみ貸出件数 回 74 80

令和 4年度 キャラクターを観光情報の発信やイベント等で活用し、市の観光PRツールの一つとする。 直接 キャラクターの着ぐるみ貸出件数 回 80

令和 5年度 キャラクターを観光情報の発信やイベント等で活用し、市の観光PRツールの一つとする。 直接 キャラクターの着ぐるみ貸出件数 回 80

新型コロナウイルス感染症の拡大に対応した貸出方法の検討が求められている。
(7)事業実施上の課題と対応 代替案検討 ○有 ●無

令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

着ぐるみクリーニング代 120 着ぐるみクリーニング代 108 78 着ぐるみクリーニング代 108 着ぐるみクリーニング代 108
デザイン制作委託料 33 33

実施内容

(8)施行事項
費　　用

予算(決算)額 合　　計 120 合　　計 141 111 合　　計 108 合　　計 108
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 120 141 111 108 108

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.3 0.35 0.35 0.35 0.35
正職員人件費 2,610 3,115 3,115 3,115 3,115

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 0 0 0 0 0
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 2,730 3,256 3,226 3,223 3,223
(11)単位費用

27.3千円／件 32.56千円／件 293.27
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

観光PRツールの一つとしてキャラクターを様々なイベント等で活用していく。 ●①事前確認での想定どおり
イベントでの着ぐるみ貸し出しにより、イベント盛り上げの一助となるとともに市外のイベントにおいては市のPRともな ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ る。また、「手賀沼のうなきちさん」のイラストを各方面で活用してもらうことにより、TVやインターネットといった多 ○要
   背景は？(事業の必要性) 数メディアへの露出が増え、結果として市のPRに繋がることとなる。 ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

以上から、マスコットキャラクターの活用事業は必要である。 市をPRする重要なツールとして、キャラクターの活用は必要不可欠である。主な活動として、イベントへの着ぐるみ貸出
しやデザイン使用許諾など。また、本年度は「手賀沼のうなきちさん」の時代を踏まえた新デザインの作成も行った。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ ■①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている □②市が主導で進めなければ実効性がなかった 市のマスコットキャラクターであるため、市以外での実施は

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 適当ではない。
□その他 　促進された

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) □市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

■市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 市民の投票で選ばれたキャラクターである。数多くの市民の 市民団体等に着ぐるみの貸し出しや、デザイン使用の許諾を ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り 自主的な活動にお呼ばれいただいている。搬送や人手の確保 行った。 ●②当初期待したとおり
●③管理・運営に市民の参画有り は利用する市民ご自身にお願いしている。 ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
○⑥その他

＜その他の内容＞

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 手賀沼に住んでいる設定である。 手賀沼を意識した。 ●①想定どおり
□②生き物と共存している ○②想定どおりでなかった
■③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
□⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞

効
　
率
　
性

現況値(a)(回) 目標値(b)(回) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ○①目標値達成
●②目標値未達成

□①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(回) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ ■②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
74 80 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

コロナ禍の影響で、貸出回数が例年より少なかった。
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 11 13.75
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 3,256 △526 3,226 99.08
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

△19.27

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ○②目標値と同程度 コロナ禍の影響により、貸出し件数が目標を下回ったた

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ●③目標値以下 め。

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 2.46

回 10万円 0.34 13.82

３．事後評価

○現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ●結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
事務事業の見直しによる結合。令和４年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。 令和４年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。

様式第３号 事務事業評価表（令和 3年度）

事業コード 2024 課コード 0403 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 実施計画への
①事業名 ●有 ○無 ②部課名 環境経済部・商業観光課

個別事業 マスコットキャラクターの活用 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 ～ ⑥担当職員数 4 人 (換算人数 0.35 人）
(1)事業概要

(当　初) 3,256 千円 (うち人件費 3,115 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 千円 (うち人件費 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 21201 重点２ ○有 ●無 (計画名)

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

商業や農業などの地域産業の活性化を図るため、豊かな自然や農地、歴史・文化など既存の観光資源に加え 市のマスコットキャラクターである「手賀沼



賀沼とその周辺の自然環境を活用したイベントを実施し、地域への市内外からの交流人口の拡大と地元商
施策目的・

(2)目的 、新たな観光資源の掘り起こしを行い、それらを積極的に活用していきます。また、我孫子市最大の観光資 事業目的 業者の活性化を図る。
展開方向

源である手賀沼周辺では、観光客をさらに呼び込み、もてなす環境づくりに取り組み、交流人口の拡大に努
我孫子駅南口ロータリー、駅前通りを河童音頭を踊りながら移動する河童音頭大行進を中心に、市内の学校 前年１～８月：あびこカッパ実行委員会の開催（事業計画・予算・準備など）
や団体、バンド、ダンスチームなどの出演によるステージイベントなどの盛りだくさんのイベントを実施す ８月：あびこカッパまつりの開催
ることにより来客者を増やし交流人口の拡大を図る。また、参加型のイベントや子どもハローワークなど商 当該年度 ９月：あびこカッパまつり実行委員会の開催（実績報告・決算など）
業者との交流を図るイベントを実施し地元愛を育む。市内商業者による露店の出店により商業の活性化へと 執行計画

(3)事業内容 内　　容 繋げる。

実行委員会の開催回数 想定値 7当該年度
単位 回

活動結果指標 実績値 7

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 我孫子地区への交流人口の拡大 直接 来場者数 人 0 22,000

令和 4年度 我孫子地区への交流人口の拡大 直接 来場者数 人 23,000

令和 5年度 我孫子地区への交流人口の拡大 直接 来場者数 人 24,000

(7)事業実施上の課題と対応 代替案検討 ○有 ●無

令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

あびこカッパまつり負担金 480 あびこカッパまつり負担金 480 0 あびこカッパまつり負担金 480 あびこカッパまつり負担金 480
著作権使用料（録音物製造使用料100枚 1 あびこカッパまつり負担金 △480 0
分） （１２月補正）
あびこカッパまつり負担金 △480
（中止・９月補正）

実施内容

(8)施行事項
費　　用

予算(決算)額 合　　計 1 合　　計 0 0 合　　計 480 合　　計 480
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 1 0 0 480 480

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.3 0.25 0.15 0.3 0.3
正職員人件費 2,610 2,225 1,335 2,670 2,670

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 0 0 0 0 0
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 2,611 2,225 1,335 3,150 3,150
(11)単位費用

373千円／回 317.86千円／回 190.71
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

平成20年に共催事業として開始し、平成22、23、24年は後援事業として公募補助金の交付を受けて開催されてきたが、事 ○①事前確認での想定どおり
業の規模が大きくなって我孫子市を代表するイベントとして定着してきており交流人口の拡大を図るのに効果的な事業で ●②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ ある一方、交通規制など事前の企画・運営での検討事項が増え実行委員会の負担も多くなってきているため、継続してい ○要
   背景は？(事業の必要性) くには市が共催していくことが必要である。 ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

新型コロナウイルス感染症の影響によりイベント自体は中止となったため。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている □②市が主導で進めなければ実効性がなかった 共催事業であり、企画段階から実行委員会の会議に参加した

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 。
□その他 　促進された

■④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) □市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

□市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

■市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 市民や商業者で組織する実行委員会に参加し、企画段階から 実行委員会は、市内事業者や市民ボランティアで構成されて ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り 関わっている。 いる。今年度も昨年に続き、イベント自体は中止となったも ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り のの、動画配信等のWEBで開催した。 ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
●⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
○⑥その他

＜その他の内容＞

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 手賀沼を意識して作られたかっぱ音頭を踊っている。 新型コロナウイルスの影響によりイベントは中止となったが ●①想定どおり
□②生き物と共存している 、手賀沼にまつわるカッパをモチーフとしたキャラクターを ○②想定どおりでなかった
■③手賀沼を意識している 活用したり、河童音頭を踊った動画の配信等を行った。

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
□⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞

効
　
率
　
性

現況値(a)(人) 目標値(b)(人) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ○①目標値達成
●②目標値未達成

■①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(人) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ □②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
0 22,000 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

新型コロナウイルス感染症の影響によりイベント自体は中止となったため。
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 0 0
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ●①想定事業費未満 事業費の削減対策について
○②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 2,225 386 1,335 60
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

新型コロナウイルス感染症の影響によりイベント自体は中止となったた
め、経費が減少したため。

14.78

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ○②目標値と同程度 新型コロナウイルス感染症の影響によりイベント自体は

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ●③目標値以下 中止となったため。

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 988.76

人 10万円 0 0

３．事後評価

○現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ●結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
事務事業の見直しによる結合。令和４年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。 令和４年度からは結合後の事務事業の中で一体的に推進していく。

様式第３号 事務事業評価表（令和 3年度）

事業コード 2026 課コード 0403 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 実施計画への
①事業名 ●有 ○無 ②部課名 環境経済部・商業観光課

個別事業 あびこカッパまつり 位置づけ

③事業主体 ○市 ●その他（ あびこカッパまつり実行委員会 ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 ～ ⑥担当職員数 3 人 (換算人数 0.15 人）
(1)事業概要

(当　初) 2,705 千円 (うち人件費 2,225 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 2,225 千円 (うち人件費 2,225 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 21201 重点２ ○有 ●無 (計画名)

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

商業や農業などの地域産業の活性化を図るため、豊かな自然や農地、歴史・文化など既存の観光資源に加え 手



孫子市ふるさと産品の開発などによる特 新型コロナウイルス感染症の拡大の影響が長引き、不要不急の外出自粛や休業要請が継続していることによ
施策目的・

(2)目的 色ある商店づくりや、買い物しやすい環境づくりなど、商業者が市民、農業者などのさまざまな主体と連携 事業目的 り市内の商業に売上の減少が生じているため、市内商業活性化の下支えをする施策を実施する。
展開方向

しながら、消費者ニーズにあった新たな商業展開が行えるよう支援します。また、我孫子の観光資源をいか
新型コロナウイルス感染症の拡大により影響を受けている市内事業者の支援及び国が示す「新しい生活様式 7月～8月:本キャンペーンの広報活動を開始する。前半はキャッシュレス決済未加盟店舗への周知及び加盟
」のひとつであるキャッシュレス決済の普及促進を目的として、対象となる市内の店舗等でキャッシュレス 促進に向けた活動に注力し、後半はキャッシュレス決済を利用していない、もしくは不慣れな消費者に対し
決済を行うとポイントの付与を受けられるキャンペーンを実施する。 当該年度 、キャンペーン参加へのハードルを下げる対策を実施する。

執行計画 9月:キャンペーン実施月。ポイント付与状況を逐次確認し、時々の状況に合わせた広報活動等を実施する。
(3)事業内容 内　　容 10月～11月:キャンペーン事業者への、ポイント付与額等の委託料支払を実施する。

付与ポイント数 想定値 100,000,000当該年度
単位ポイント

活動結果指標 実績値 125,869,280

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 本キャンペーンを利用した決済の増加による市内経済活動の活性化及びキャッシュレス決済の普及。 直接 付与ポイント数 ポイント 0 100,000,000

令和 4年度 － 0

令和 5年度 － 0

いまだキャッシュレス決済に対応していない事業者、消費者が散見されることから、キャンペーン参加へのハードルの高さが課
(7)事業実施上の課題と対応 題。本キャンペーンによりキャッシュレス決済利用に伴うインセンティブを付与することで、キャッシュレス決済利用の普及促 代替案検討 ○有 ●無

進行う。

令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

＊ 消耗品費 5 ＊ 需用費（消耗品費、印刷製本費） 150 130
＊ 通信運搬費 268 ＊ キャッシュレス決済ポイント付与等 126,955 126,955
＊ 手数料 145 業務委託料
＊ 事業継続支援金 200,000 （消耗品費と委託料は６月補正）
＊ 事業継続支援金（９月補正） △150,000 ＊ 需用費（消耗品費、印刷製本費） 200 195
＊ 事業継続支援金（８～１２月）（９月補 50,000 （１０月補正）
＊ 商業者復興支援事業負担金 6,000 ＊ 役務費（通信運搬費、手数料） 171 171

実施内容 ＊ 　〃　負担金（予備費充用） 806 （１０月補正）
＊ 　〃　負担金（予備費充用） 192 ＊ 役務費（通信運搬費、手数料） 214 214

(8)施行事項
費　　用 （繰越）

＊ 役務費（手数料）（予備費充当） 43 7
＊ 事業継続負担金（１０月補正） 45,000 45,000
＊ 事業継続負担金（予備費充当） 20,000 20,000
＊ 事業継続負担金（予備費充当） 2,000 2,000
＊ 事業継続負担金（予備費充当） 500 500

予算(決算)額 合　　計 107,416 合　　計 195,233 195,172 合　　計 0 合　　計 0
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 100 ％ 195,183 194,959 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 107,416 50 213 0 0

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.4 0.4 0.78 0 0
正職員人件費 3,480 3,560 6,942 0 0

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 0 0 0 0 0
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 110,896 198,793 202,114 0 0
(11)単位費用

85.3千円／件 0千円／ポイント 0
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

新型コロナウイルス感染症の拡大の影響が長引き、不要不急の外出自粛や休業要請が継続していることにより市内の商業 ●①事前確認での想定どおり
者の売上の減少及び経済活動の停滞が見られる。この状況を改善させるために、本事業により市内商業活性化の下支えを ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ する必要があるため。 ○要
   背景は？(事業の必要性) ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

事前予想の上限に迫るポイント付与総額となり、非常に活況を呈した。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ ■①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている □②市が主導で進めなければ実効性がなかった 新型コロナウイルス感染症の拡大の影響を受けた国の創生臨

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 時交付金を活用して緊急的に行う事業者支援のため、市が実
□その他 　促進された 施する必要があった。

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) □市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

□市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

■市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り キャッシュレス決済利用店舗として市内事業者の参加、キャ 市内店舗には店頭で積極的にキャンペーンをＰＲいただくな ●①当初期待した以上
●②事業実施時に市民の参画有り ッシュレス決済による買い物利用者としての消費者の参加、 ど、多大なご協力をいただいた。市内の携帯電話販売店の協 ○②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り その両方において市民参画有り。 力によりスマートフォン教室とＰａｙＰａｙ教室を開催する ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ことができ、全回とも満席となり好評を博した。また市内を ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 走る民間バス会社や鉄道事業者の協力により車内広告や駅広 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
○⑥その他 告を掲示させていただくこともできた。利用者も利用者同士 「みんなで我孫子市のお店を応援しよう」というキャンペー

で使い方を教えあうなど多くの共助があったようである。 ンのコンセプトとスキームが、とてもよく練りこまれたもの
＜その他の内容＞ であったと考えている。

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 紙の商品券事業と異なり、紙資源の大幅な削減に取り組んで 紙の商品券事業と異なり、紙資源が大幅に削減された。 ●①想定どおり
□②生き物と共存している いる。 ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
■④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
□⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞

効
　
率
　
性

現況値(a)(ポイント)目標値(b)(ポイント) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ●①目標値達成
○②目標値未達成

■①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(ポイント) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ □②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
0 100,000,000 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

道路上に横断幕を掲示するなど、積極的な広報活動に取り組んだ成果と考えてい
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 125,869,280 125.87

る。
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) ■①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 198,793 △87,897 202,114 101.67
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金にて対応

△79.26

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ●①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ○②目標値と同程度 事前予想の上限に迫る利用があった。道路上への横断幕

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ○③目標値以下 の設置やバス車内広告など、積極的な広報活動の効果が

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 50,303.58 あったと考えている。

ポイント 10万円 62,276.38 123.8

３．事後評価

○現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ○結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ●その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
キャッシュレス決済ポイント付与事業は新型コロナウイルス感染症の影響を受けた事業者への支援として行ったが、緊急事態宣言や外出自粛な 新型コロナウイルス感染症の影響を受けた事業者への回復支援は十分に実施できたと考える。今後は、より継続的、発展的な支援のため、関係
どによる経営状態の悪化を緩和する対策として有効であった。 各所と連携していく。

様式第３号 事務事業評価表（令和 3年度）

事業コード 2272 課コード 0403 会計種別 一般会計 予算の種類 ■政策 □経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 実施計画への
①事業名 ○有 ●無 ②部課名 環境経済部・商業観光課

個別事業 新型コロナウイルス感染症の影響を受けた事業者への支援 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 令和 2年度 ～ 令和 3年度 ⑥担当職員数 6 人 (換算人数 0.78 人）
(1)事業概要

(当　初) 133,560 千円 (うち人件費 3,560 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 198,793 千円 (うち人件費 3,560 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 21101 重点２ ○有 ●無 (計画名)

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

地域に密着した商業の活性化を図るため、個店の専門性の強化や我


